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木津川市立図書館協議会 会議経過要旨 

会 議 名 令和６年度 第３回 木津川市立図書館協議会 

日 時 

 

令和７年２月２８日（金） 

午後２時～午後３時３０分 

 

場 所 
木津川市立中央図書館  
２階 視聴覚室 

出 席 者 

委 員 

■：出席 

□：欠席 

■米田  崇会長 ■下浦悦子副会長 □池田加津子委員 

■福森真知委員  ■中村景子委員  ■橋本京子委員 

□杉本秀子委員  ■河合正俊委員  ■田中啓之委員 

事 務 局 
久保図書館長、神田中央図書館係長、中川山城図書館担当係長、

森井加茂図書館主査 

傍 聴 者 ０名 

報 告 井手町図書館管外視察研修について 

議 題 

① 令和７年度図書館運営について 

・令和７年度木津川市立図書館当初予算の状況について 

・令和７年度図書館年間カレンダーについて 

・令和７年度各種事業(案）について 

・自習席について 

② 今年度を振り返って 

・中央図書館設備改修工事について 

・木津川市立図書館の利用状況推移について 

③ その他 

・次回の協議会について 

会議結果要旨 

 

 

１ 開会 

開会宣言 

委員７名全員の出席により、会議が成立していることを確認した。 

    

２ 会長あいさつ 

米田会長からあいさつがあった。 

 

３ 報告 

  井手町図書館管外視察研修について 

事務局より資料１により報告した。 

 

４ 議題 

米田会長が議長となり、議事を進行した。 

 

① 令和７年度図書館運営について 
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・令和７年度木津川市立図書館当初予算の状況について 

・令和７年度図書館年間カレンダーについて 

・令和７年度各種事業(案）について 

・自習席について 

事務局より資料２～５により説明した。 

説明内容について、一定の了解を得た。 

 

② 今年度を振り返って 

・中央図書館設備改修工事について 

・木津川市立図書館の利用状況推移について 

事務局より資料６により説明した。 

  説明内容について、一定の了解を得た。 

 

③ その他 

  次回の協議会について 

  事務局から７月２５日（金）午後２時から中央図書館での開催を提案し、

了解を得た。 

 

５ 副会長あいさつ 

  下浦副会長から閉会のあいさつがあった。 
 

６ 閉会 

 

会議経過要旨 

◎：会長 

○：委員 

  ⇒：館長   

  →：事務局 

 

 

１ 開会 

  会議結果要旨のとおり。 

 

２ 会長あいさつ 

  会議結果要旨のとおり。 

 

３ 報告 

  井手町図書館管外視察研修について 

  【資料】資料１ 

  【説明】  

      事務局より資料１に基づき説明した。 

４ 議題 

① 令和７年度図書館運営について 

・令和７年度木津川市立図書館当初予算の状況について 

・令和７年度図書館年間カレンダーについて 

・令和７年度各種事業(案）について 

・自習席について 

   【資料】 資料２～５ 

   【説明】 

    事務局より資料２～５に基づき説明した。 

   【主な質疑・応答、意見】 
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  〇： 「修繕料」の予算について山城図書館分が令和６年度と比較して令和 

７年度は予算が半分以下になっている。それはなぜか。 

  ⇒：山城図書館では、令和６年度ブラインドの修理をする予定にしていた

ので、緊急修繕費の５万円とブラインドの修理費を足して１１万９千

円という計上をしている。今年度でそれは終了するので来年度は通常

通り緊急修繕費だけの計上になる。 

もともと中央図書館が１５万円、加茂図書館と山城図書館は各５万円 

ずつ、何かあった時のために修繕費を計上している。さらに何か必要 

なことがあった場合は、予算が増えることがある。 

  〇： 「必要なこと」とは、当初予算の計上時に決めるのか。 

  →：各館の中で、次年度修繕が必要の箇所がある場合は、当初予算見積に

より計上を行うことになる。 

  〇： 「運営費」‐「その他」の「雑誌・新聞購入費、コピー機リース代等」

について加茂図書館と、山城図書館に５０万円ほど差がある。これは

なぜか。 

  →：雑誌の受入冊数が違う。山城図書館は開館当初から設置している雑誌

架に合う限りは雑誌を受け入れている。サイズが加茂図書館のものよ

り大きめのものになっているので加茂図書館と比べると山城図書館の

ほうが雑誌の受け入れ冊数が多い。それが一番大きな違いとなってい

る。 

  〇：加茂図書館は雑誌が少ないと感じる。中央図書館が他館より多いのは

当然のこととして、「図書購入費」は加茂図書館と山城図書館は同じで

ある。雑誌の数も加茂図書館と山城図書館で差がないようにできない

のか。 

  ⇒：市の予算の話になる。現在山城図書館が加茂図書館より雑誌の受け入

れ数が多いので、加茂図書館の雑誌の受け入れ数を山城図書館に合わ

せようとすると加茂図書館の予算もその分上がることになる。財政的

にその要望が通るかはわからない。しかし、要望していくことは必要

であると考えている。 

令和５年度は、１０冊くらい加茂図書館のほうが山城図書館より少な

かった。 

雑誌も廃刊などで減ってきており、悪循環になっている。新しい雑誌

を導入する際は他館にないものを入れるようにしている。 
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  〇： アスピア山城が１１月から改修工事のため閉館するという話だった

が、図書館も閉館するのか。 

  →：図書館は１１月上旬からの二週間だけになる予定。工事の詳細がまだ

わからないので、延びる可能性はある。 

  〇：山城図書館の改修工事について、木津川市として予算の負担はないの

か。すべてアスピア山城が支払うのか。 

  ⇒：図書館の予算では支払わないが、社会教育課で予算計上をして支払う

予定となっている。 

  〇： アスピア山城の改修工事中、トイレは使えなくなるのか。 

  →： トイレは使えるように工事を進めてもらう予定で協議している。 

  〇： 「読書スタンプ」は子どもしか作れないのか。 

  →：原則子どもだけとなっている。 

  〇：期間はどれくらいか。小学生までなのか。 

  →：大人の方でもお申し出があれば作ることはできる。しかし、借りた本

の冊数分スタンプを押すかたちになるので、読書記録にはならない。

そのため、実質子どもだけを対象とした事業となっている。 

  〇：令和７年度の加茂図書館の事業予定に「秋の読書週間」、「寄贈本で登

録できなかった本のリサイクル」と記載されている。これは、三館で

登録できなかった寄贈本を集めて開催するのか。 

  →：加茂図書館に寄贈のあった本だけで開催する。 

山城図書館では「読書週間」の行事としてリサイクルを実施していな

い。リサイクルに出せる本が増えてきたら、不定期でリサイクルを開

催している。「この時期」と決めていないので、資料には記載してい

ない。 

  〇： 「この時期に」という開催はしないのか。 

  →： していない。雑誌のリサイクルもゲリラ開催している。日程を決めて

しまうと、その時期に同じ人がくることになる。(いろんな方にいきわ

たるように）ランダムで実施している。 

人気の雑誌は偏りがあり、一度に持って帰られる可能性もある 

 

②  今年度を振り返って 

・中央図書館設備改修工事について 

・木津川市立図書館の利用状況推移について 
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   【資料】資料６ 

   【説明】 

    事務局より資料６に基づき説明した。 

   【主な質疑・応答、意見】 

   特になし 

 

③ その他 

   次回の協議会について 

    会議結果要旨のとおり。 

 

５ 副会長あいさつ 

    会議結果要旨のとおり。 

 

６ 閉会 

 

以上 

 
その他特記事項 

 
 なし 

  


